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10
人･まち･自然　　　輝いて 

　本番に向けて猛特訓 
（演劇「二十四の瞳」の舞台練習） 

　来たる10月31日、香川県芸術フェスティバルで上演される演劇「二十

四の瞳」。出演する子どもたちは、本番に向けて連日懸命に練習に取り組ん

でいます。 

　「島の物語を島の言葉で島民が演じる舞台」は、島の素晴らしさを伝え、

新たな感動を創り出してくれることでしょう。 



2■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

 

　台風16号・18号による床上浸水等により家財の損害を受けら
れ、その生活の立て直しが自力では困難な方に対して、下記の
要領で災害援護資金の貸付を行います。貸付を希望される方は
住民福祉課へお問い合わせください。 

 ＜貸　付　要　領＞ 
対 象 被 害　　日常生活上の家財の損害であること（自動車･ 

住宅修理等の損害は含まれません） 
貸付対象者　　被災世帯の世帯主 
保 証 人　　民法による連帯保証人（弁済の資力を有する方）
貸付限度額　　150万円（単県制度については100万円） 
貸 付 利 率　　年３％（償還時において2.5％の利子補給を行

います） 
償 還 期 間　　10年（うち据置期間３年） 
償 還 方 法　　元利均等償還（年賦または半年賦償還） 
そ の 他　　内容によっては内海町社会福祉協議会が窓口と

なります。 
申 込 期 限　　11月19日貊 
問い合わせ先　　住民福祉課（蕁82－7005） 

　今回の台風による被害で、保険の請求や融
資などに使用される被災証明書が必要な方は、
総務企画課までお越しください。 
　なお、印かんは必要ありません。 
 
問い合わせ先　総務企画課（蕁82－7001） 

　今回の台風により、住宅または家財が２割
以上の被害を受けられた方は、町税が減免さ
れる場合があります。 
　詳しくは、税務課までお問い合わせくださ
い。 
問い合わせ先　税務課（蕁82－7003） 
  

　今回の台風による被害を受けられた商店や中小企業者の方には、次のような特別融資
制度が新たに設けられました。 

（※注１）これまでに国民生活金融公庫の融資を受けていても、今回さらに別枠で3,000万円までの融資が受けられます。 
（※注２）利率は変動する場合があります。    

　上記のほか、低利で利用しやすいマル経融資（小企業等経営改善資金）やセーフティネッ
ト融資制度があります。詳しくは、産業観光課（蕁82－7007）、小豆島うちのみ商工会 
（蕁82－1011）または各金融機関にお問い合わせください。 

融資制度名 資金使途 融資限度額 融資期間 利 率 保証料 相談窓口 

 
香川県災害対策 
特 別 融 資  

国民生活金融 
公庫災害貸付 

産業観光課 
 

小豆島うちのみ
商 工 会  

設備・運転 

設備・運転 

3,000万円 

設備7年以内 
（据置1年以内) 
運転5年以内 
（据置6ヶ月以内)

10年以内 
（据置2年) 

 

3,000万円 

1.30％ 

1.70％ 

0.9％ 

不要 

（※注１） （※注２） 

台
風
16
号
・
18
号
に
よ
る
災
害
関
連
情
報 
台
風
16
号
・
18
号
に
よ
る
災
害
関
連
情
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今
回
の
台
風
16
号
お
よ
び
18
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
台
風
に
よ
り
、
床

上
浸
水
314
件
、
床
下
浸
水
544
件
、
ま
た
家
屋
の
損
壊
な
ど
、

町
内
各
地
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
内
海
町
や
小
豆
島
う
ち
の
み
商
工
会
な
ど
で
は
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
ま
た
は
企
業
な
ど
に
対
し
て
、
各
種
の
支
援

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
関
係
各
課
な
ど
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

災害援護資金の貸付  

被災証明書の発行について 税務課からのお知らせ 

商店や町内中小企業のみなさまへ 



滷
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
る

◆
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
３
食
き
ち
ん
と
摂
る
。

◆
睡
眠
を
十
分
に
と
る
。

澆
予
防
接
種
を
受
け
免
疫
を
つ

け
る
（
任
意
接
種
）

流
行
前
に
免
疫
を
つ
け
て
お

く
こ
と
で
、
発
症
防
止
に
な
る

ほ
か
、
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
「
予
防
接
種
法
」
に
よ
り
、

満
65
歳
以
上
の
方
、
満
60
歳

以
上
65
歳
未
満
で
一
部
条
件

（
左
表
）
に
適
応
す
る
方
は
、

そ
の
費
用
の
一
部
が
公
費
負

担
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

3

 

高齢者の 
インフルエンザ 
予防接種 

こちら　　　です 

 
 

ハイハイ ！ ハイハイ ！ 寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
季

節
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
活
動
す
る
時
期
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

「
か
ぜ
」
と
は
違
い
、
重
症
化

し
や
す
く
、
乳
幼
児
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
や
脳
症
、
高

齢
者
で
は
肺
炎
な
ど
に
よ
る
死

亡
例
も
多
い
病
気
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
直
径
１
万
分

の
１
ミ
リ
と
い
う
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
、
患
者
の
せ

き
や
く
し
ゃ
み
の
際
、
空
気
中

に
排
出
さ
れ
、
そ
の
空
気
を
吸

っ
た
り
手
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス

が
口
や
鼻
、
目
か
ら
体
に
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
う
つ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
低
温
と
乾
燥
を
好
み
ま

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状

◆
突
然
の
高
熱
（
38
〜
40
度
）

◆
悪
寒
、
頭
痛

◆
関
節
痛
、
筋
肉
痛

◆
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
、
鼻
水

な
ど感

染
を
防
ぐ

た
め
に
は

漓
ウ
イ
ル
ス
を
も
ら
わ
な
い
、

う
つ
さ
な
い

◆
こ
ま
め
に
せ
っ
け
ん
で
手

を
洗
い
、う
が
い
を
す
る
。

◆
部
屋
の
乾
燥
を
防
ぐ
た

め
、
暖
房
時
は
湿
度
が
60

〜
70
％
に
な
る
よ
う
調
節

す
る
。

◆
マ
ス
ク
の
着
用
。
の
ど
の

保
温
・
保
湿
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

特
に
病
院
や
学
校
、
店
舗
な

ど
人
の
多
く
集
ま
る
場
所
で

は
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

ド
ア
の
取
っ
手
や
鼻
を
か
ん
だ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
触
っ
た
手
で
鼻

や
目
を
こ
す
る
と
、
粘
膜
に
ウ

イ
ル
ス
が
付
着
し
て
感
染
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■■ ススママイイルルククララブブ　　66月月2233日日（（水水））1100：：0000～～1111：：3300 介介護護老老人人保保健健施施設設ううちちのの

方
が
予
防
接
種
を
受
け
る
場

合
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
方

は
、
今
月
号
広
報
に
折
り
込

み
し
て
い
る
『
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
予
防
接
種
（
啓
発
資

料
）
』
を
必
ず
お
読
み
く
だ

さ
い
。

常
日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
気
を

つ
け
、
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
体
調
が
変
だ
と
感
じ
た

ら
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

※島外の医療機関で接種を希望する場合は、事前に健康増
進課保健師までご連絡ください。 
問い合わせ先：健康増進課保健管理係（蕁82－7038） 

 
 
 

対 象 者  
 
 
 

接種期間 

接種回数 

接種費用 

 

内 海 町  

池 田 町  

土 庄 町  

申込方法 

漓満65歳以上の方 

滷満60歳以上65歳未満であって、心臓・腎
臓もしくは呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活活動が極端に制限される程度の障害
を有する方およびヒト免疫不全ウイルスに
より免疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な程度の障害を有する方 

自己負担金　1,200円 

※生活保護世帯は無料となりますので、窓口
で申し出てください。 

平成16年11月～平成17年１月まで 

接種を希望する医療機関へ直接お申し込みください。 

１シーズン１回 

【接種医療機関】 
米 岡 医 院  

福 田 診 療 所  

牟 礼 病 院  

内 海 病 院  

池田内科クリニック 

小 豆 島 病 院  

大 森 外 科 医 院  

三 枝 医 院  

外 園 医 院  

永 松 医 院  

薮 野 医 院  

土 庄 中 央 病 院  

蕁 8 2 － 3 4 6 4  

蕁 8 4 － 2 1 2 0  

蕁 8 2 － 1 1 1 1  

蕁 8 2 － 2 1 2 1  

蕁 7 5 － 0 5 7 0  

蕁 7 5 － 1 3 1 3  

蕁 6 2 － 0 1 9 6  

蕁 6 2 － 0 2 2 5  

蕁 6 2 － 0 7 4 9  

蕁 6 8 － 2 2 0 0  

蕁 6 2 － 0 8 9 0  

蕁 6 2 － 1 2 1 1

保
健
師
か
ら



4■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

歳入 
54億480万4千円 
（前年度比3.2％増） 

町　税 
1,206,916千円 
（22.3％） 

地方交付税 
1,997,730千円 
（37.0％） 

繰 入 金 
320,688千円（5.9％） 

県支出金 
273,033千円 
（5.1％） 

町　債 
531,900千円 
（9.9％） 

使用料及び手数料 
161,952千円（3.0％）

繰 越 金 
162,345千円（3.0％）

分担金及び負担金 
　　109,475千円（2.0％） 

諸 収 入 
77,114千円（1.4％） 
寄 付 金 
49,320千円（0.9％） 
財産収入 
13,963千円（0.3％） 

地方消費税交付金 
132,862千円 
（2.5％） 

国庫支出金 
211,603千円 
（3.9％） 

地方譲与税 
　61,126千円（1.1％） 

地方特例交付金 
　40,028千円（0.7％） 

自動車取得税交付金 
　32,070千円（0.6％） 

利子割交付金 
　14,154千円（0.3％） 

ゴルフ場利用税交付金 
　7,056千円（0.1％） 

交通安全対策特別交付金 
　1,469千円（0.0％） 

※　　　は自主財源 

歳出 
50億6,360万9千円 
（前年度比3.2％増） 

衛生費 
894,352千円 
（17.7％） 

公債費 
791,349千円 
（15.6％） 

教育費 
755,658千円 
（14.9％） 

総務費 
568,071千円 
（11.2％） 

農林水産業費 
267,955千円 
（5.3％） 

土木費 
264,150千円 
（5.2％） 

商工費 
123,522千円 
（2.4％） 

議会費 
83,553千円 
（1.7％） 

諸支出金 
39,260千円 
（0.8％） 

労働費 
36,431千円 
（0.7％） 

災害復旧費 
15,217千円 
（0.3％） 

消防費 
 268,352千円 

（5.3％） 

民生費 
955,739千円 
（18.9％） 

歳入 54億480万4千円

歳出 50億6,360万9千円

私
た
ち
の
町
の
家
計
簿
と
も
言
え
る
平
成
15
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
議
会

に
決
算
認
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
内
海
町
で
は
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
使
い
、『
住
ん
で
よ
く

訪
ね
て
よ
い

ま
ち
づ
く
り
』
に
努
め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
が
ど
の
く

ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
の
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳出  



■■内内海海町町はは『『平平和和のの町町』』をを宣宣言言ししてていいまますす！！5

し尿処理場大規模改修事業

平成15年度一般会計の決算額は、歳入が54億
480万円4千円、歳出が50億6,360万9千円で、歳
入から歳出を差し引いた収支は、3億4,119万5千
円の黒字決算となりました。これを町民1人あ
たり（平成15年度末人口）に当てはめると、歳
入は約45万円、歳出は約42万円となります。
また、前年度と比較すると、歳入で1億6,756

万3千円（3.2%）、歳出では1億5,871万3千円
（3.2％）の増額となっています。
なお、前年度繰越金や積立金取崩額などを除

いた実質単年度収支では、121,681千円の赤字と
なっています。

港湾整備事業 62,363千円
し尿処理施設大規模改修事業　　 62,349千円
（郵便貯金資金を一部充当）
道路新設改良事業　　　　　　　 56,720千円
ふるさと農道緊急整備事業　　　 34,248千円
合併処理浄化槽設置整備補助事業 23,754千円
漁港整備事業　　　 18,001千円

平成15年度の主な事業

特別会計は、行政の活動範囲が広くなり多く
の分野にわたっていることから、特定の事業に
ついての収支を一般の会計と区別して経理する
必要のある場合、条例によって設けられます。

（単位：千円）

94,857 

9,867 

△12,158 

28,413 

5,201 

4,602 

7,772 

7,856 

82,774 

△139,726 

2,578

収支額 

1,130,726 

48,064 

1,980,982 

719,281 

19,769 

18,834 

28,665 

26,586 

334,937 

2,942,117 

292,288

歳　出 

1,225,583 

57,931 

1,968,824 

747,694 

24,970 

23,436 

36,437 

34,442 

417,711 

2,802,391 

294,866

歳　入 会 　 計 　 別  

国 民 健 康 保 険  

診 療 所  

老 人 保 健  

介 護 保 険  

訪問看護ステーション 

老人介護支援センター 

ホームヘルプステーション 

簡 易 水 道  

水道事業 

内海病院 

介護老健 

（収益的収支） 

（収益的収支） 

（収益的収支） 

◆財政用語チェック◆ 
　自主財源は町が独自
に収入するもので、町

税を主として使用料、手数料、分担金および
負担金、財産収入、寄付金などがあります。
依存財源は国や県から交付されたり、割り当
てられたりするもので地方交付税、国や県支
出金、町債などがあります。一般に、歳入額
に占める自主財源の割合が高いほど財政が豊
かな町といわれます。 

自主財源と依存財源 

　町の行うべき業務が
遂行できるよう、国税

の中から一定の割合により計算されて国から
交付されるもので、使いみちについては国・
県支出金と違い制約がありません。 

地方交付税 

　町が事業を行う場合
に、国・県からその使

いみちを決められて交付されるものです。 
国・県支出金 

　政府や銀行などから
借り入れる町の借金

で、将来利子をつけて町税などにより返済し
ていくものです。歳入の方（借りるとき）で
は町債、歳出の方（返すとき）では公債費と
区別されています。なお、町債の発行には県
知事の許可が必要です。平成15年度末現在の
内海町一般会計の町債現在高は、約59億円となっ
ています。 

町債と公債費 

一般会計の決算状況

特別会計のあらまし



日　　時 会　　場 部　　　門 

展 示 会  

科学体験発表会 

音 楽 会  

学校ダンス発表会 

研 究  
発表会 

幼稚園  
小学校  
中学校  
社会教育 

土庄町総合会館 

池 田 小 学 校  

池 田 中 学 校  

池 田 小 学 校  

池 田 小 学 校  

蒲 生 公 民 館  
池 田 小 学 校  
池 田 中 学 校  
土庄町総合会館 

11月6日貍･7日豸 
9：00～16：00 

10月5日貂 
13：30～16：00 

10月7日貅 
13：25～16：20 

10月26日貂 
13：00～16：00 

10月29日貊 
13：30～14：55 

 
11月8日豺 

13：30～16：00

 

小豆郡教育文化祭が、10月５日の小学校科学体験発
表会を皮切りに、11月８日の研究発表会まで、今年は
池田町・土庄町を会場にして行われます。10月26日の
音楽会と10月29日の学校ダンス発表会には、小学校の
部で星城・苗羽小学校が、音楽会中学校の部で内海中
学校が参加します。
また、作品展示会では、町内各幼稚園児の作品、安

田・福田小学校生、内海中学校生の書写・絵画・工作
などを展示、社会教育の部では、各町の文化協会加盟
団体や各公民館の趣味講座・同好会グループの作品が
展示されます。
なお、駐車場が

混雑することが予
想されますので、
なるべく乗り合わ
せてご来場いただ
きますよう、ご協
力をお願いします。

6■■ 訂訂正正ととおお詫詫びび… １月号「まちのわだい」のしめ縄作りの記事中で、「坂手百壮会」とありましたが、
正しくは「坂手百年会」です。訂正してお詫びします。

第
26
回
読
書
感
想
文
・

創
作
文
募
集

10
月
27
日
か
ら
読
書
週
間
が

は
じ
ま
る
に
あ
た
り
、
町
内
の

小
・
中
学
生
と
小
豆
島
高
校
生

か
ら
読
書
感
想
文
を
、
ま
た
一

般
の
方
か
ら
は
読
書
感
想
文
お

よ
び
創
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

本
を
読
ん
で
感
動
し
た
方
や
文

章
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
種
類

◆
Ａ
類
　
自
由
図
書

◆
Ｂ
類
　
郷
土
出
身
作
家
作
品

◆
Ｃ
類
　
創
作
、
随
筆
な
ど

（
俳
句
、
詩
は
除
き
ま
す
）

応
募
作
品
（
用
紙
・
字
数
）

１
人
１
点
（
発
表
、
未
発
表
の

別
は
問
わ
な
い
）

小
学
生
１
・
２
年
生

２
枚
以
内

小
学
生
３
年
以
上
　
３
枚
以
内

中
・
高
校
生
、
一
般

５
枚
以
内

※
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
使
用

作
品
提
出

小
・
中
・
高
校
生
は
、
学
校

を
通
じ
て
、
一
般
は
図
書
館
ま

た
は
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

必
要
事
項
を
応
募
票
に
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
般

の
応
募
票
は
図
書
館
、
教
育
委

員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

締
切
日

平
成
17
年
１
月
20
日
貅

問
い
合
わ
せ
先

町
立
図
書
館

（
蕁
８
２
―
０
２
９
１
）

文
学
賞
作
品

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
図
書
展

読
書
週
間
を
前
に
し
て
、
文

学
賞
受
賞
作
品
や
今
年
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
な
ど
約
80
冊
と
高
齢

者
の
方
に
お
薦
め
す
る
図
書
も

あ
わ
せ
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
展
示
し
て
い
る
作
品

は
、
貸
し
出
し
も
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
　
間

10
月
16
日
貍
〜
11
月
14
日
豸

場
　
所

図
書
館
ロ
ビ
ー

復
刻
日
本
古
典
文
学
館

「
源
氏
物
語
の
若
紫
・
未
摘

花
・
奥
入
」「
方
丈
記
（
巻
物
）」

な
ど
６
点
展
示
し
ま
す
。
平

安
・
鎌
倉
・
江
戸
時
代
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

期
　
間

10
月
27
日
貉
〜
11
月
21
日
豸

場
　
所

図
書
館
ロ
ビ
ー

視
聴
覚
資
料
、
Ｃ
Ｄ
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

貸
出
し
ま
す

対
　
象

町
内
に
居
住
す
る
方

冊
　
数

１
人
５
点

（
図
書
、
雑
誌
を
含
む
）

期
　
間

15
日
間

な
お
、
Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
テ

ー
プ
の
返
却
ポ
ス
ト
へ
の
投
函

は
破
損
し
ま
す
の
で
、
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。



7 ■■ 1122月月44日日～～1100日日はは「「人人権権週週間間」」でですす。。

図図図図
書書書書
館館館館
だだだだ
よよよよ
りりりり

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
14
歳
か
ら
の
哲
学
　
考
え
る

た
め
の
教
科
書

＊
ゴ
マ
の
絵
本
（
そ
だ
て
て
あ

そ
ぼ
う
シ
リ
ー
ズ
）

＊
カ
ブ
の
絵
本
（
そ
だ
て
て
あ

そ
ぼ
う
シ
リ
ー
ズ
）

＊
四
国
・
九
州
・
沖
縄
の
国
立

公
園

＊
魔
法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪

魔
（
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
１
）

＊
ア
ブ
ダ
ラ
と
空
飛
ぶ
絨
毯

（
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
２
）

＊
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死

鳥
の
騎
士
団
（
上
・
下
巻
）

＊
お
て
て
が
で
た
よ

○
一
　
般
　
書

＊
日
本
城
郭
大
系
　
香
川
・
徳

島
・
高
知
　
　
　

創
史
社

＊
人
間
力
　

竹
村
健
一
・
竹
村
真
一

＊
年
金
絵
本
パ
パ
ッ
と
わ
か
る

高
木
　
隆
司

＊
世
界
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
と
男
女
共
同
企
画

辻
村
み
よ
子

＊
子
育
て
が
つ
ら
く
な
っ
た
ら

読
む
本
　
　

宮
田
　
雄
吾

＊
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
こ
う
す

れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
は
妨
げ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学
・
環
境
番
組
部

＊
水
の
美
容
健
康
法

ア
ン
ナ
・
セ
ル
ビ
ー

＊「
し
ぐ
さ
美
人
」
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
10
歳
若
返
る
！

筒
井
　
寛
明

＊
あ
な
た
と
と
も
に
よ
い
医
療
を

日
野
原
重
明
・
福
井
次
矢

＊
妊
娠
中
の
食
事
と
栄
養
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
　
　
　

堀
口
　
貞
夫

＊
パ
ソ
コ
ン
で
楽
し
む
動
画
の

操
作
・
活
用
自
由
自
在

橋
本
　
和
則

＊
野
菜
た
っ
ぷ
り
料
理

夏
梅
美
智
子

＊
幼
児
食
大
事
典

太
田
百
合
子

＊
ハ
ー
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

講
座
　
S
T
E
P
２

ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ブ
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

＊
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
＆

シ
ー
裏
技
ガ
イ
ド

T
D
L
＆
T
D
S
裏
技
調
査
隊

＊
写
真
集
　
棟
方
志
功
　

飯
窪
　
敏
彦

＊
子
ど
も
の
運
動
能
力
を
引
き

出
す
方
法
　

佐
藤
　
雅
弘

＊
俳
句
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽

林
　
た
か
し

＊
約
束
　
　
　

石
田
　
衣
良

＊
永
遠
の
朝
の
暗
闇
　

岩
井
志
麻
子

＊
ホ
テ
リ
ア
ー
（
上
・
下
巻
）

カ
ン
・
ウ
ギ
ョ
ン

＊
相
剋
の
森
　

熊
谷
　
達
也

＊
火
の
み
ち
（
上
・
下
巻
）

乃
南
　
ア
サ

＊
恋
し
い
女
　

藤
田
　
宜
永

＊
出
口
の
な
い
海
　横

山
　
秀
夫

＊
う
つ
く
し
き
も
の
枕
草
子

清
川
　
　
妙

＊
世
界
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
思

い
②
　

パ
ク
・
イ
ン
シ
ク

☆
紙
芝
居
作
成

10
月
６
日
貉
10
時
〜
12
時

☆
古
文
書
初
級
コ
ー
ス

10
月
９
日
貍
10
時
〜
12
時

☆
古
文
書
を
読
む
会

10
月
12
日
貂
14
時
〜
16
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

10
月
16
日
貍
14
時
〜
16
時

☆
紙
芝
居
作
成

10
月
20
日
貉
10
時
〜
12
時

☆
読
書
会

10
月
24
日
豸
14
時
〜
16
時

☆
読
み
聞
か
せ
の
会

10
月
30
日
貍
10
時
半
〜
11
時

☆
親
子
映
画
会

10
月
30
日
貍

11
時
５
分
〜
12
時
35
分

　
私
た
ち
は
、
日
ご
ろ｢

人

権
尊
重｣

と
い
う
言
葉
を
耳

に
し
た
り
口
に
し
た
り
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
一
体
ど
う
い

う
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う

か
。
人
間
は
空
気
を
吸
っ
て

生
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
常
、
人
び
と
は
そ
の
こ
と

に
意
識
的
で
あ
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
水
も
ま
た
同
様
で

す
。 

　
人
び
と
が
生
活
し
て
い
く

上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
、
生
命
の
維
持
に
必

要
な
、
空
気
や
水
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
大
切
さ
に
気
づ

か
な
い
と
い
う
事
実
の
あ
り

よ
う
は
、
人
権
問
題
に
お
い

て
も
指
摘
で
き
ま
す
。
空
気

が
汚
染
さ
れ
た
り
水
が
根
本

的
に
不
足
し
た
り
、
生
活
に

大
き
な
脅
威
が
も
た
さ
れ
な

い
と
、
そ
の
大
切
さ
を
意
識

し
な
い
の
と
同
様
に
人
権
問

題
も
個
人
の
生
活
が
本
格
的

な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な

い
と
、
人
権
の
重
要
性
に

気
づ
く
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
現
在
、
身
の
回
り
に
は

様
々
な
人
権
侵
害
が
存
在

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を｢

対

岸
の
火
事｣

と
み
る
、
つ
ま

り
当
面
、
自
身
に
火
の
粉

が
ふ
り
か
か
ら
な
い
と
、

知
ら
ぬ
顔
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
今
日
部
落
差
別
、
障
害

者
差
別
、
女
性
差
別
な
ど
、

あ
る
い
は
環
境
破
壊
や
公

害
と
い
う
名
の
人
権
侵
害

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え

ば
誰
か
が
差
別
さ
れ
、
人

権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
状

態
が
み
え
て
も
、｢

あ
っ
、

い
け
な
い
こ
と
だ
、
気
の

毒
だ｣

と
思
い
つ
つ
、
し
か

し
自
分
と
は
関
係
の
な
い

こ
と
だ
と
、
他
人
ご
と
と

し
て
見
過
ご
す
こ
と
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。 

　
私
た
ち
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
身
の
回
り
に
あ
る

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
を
、

自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て

捉
え
た
い
も
の
で
す
。 

炮 

「
み
ん
な
で
築
こ
う 

　
　
　
　
　
明
る
い
社
会
」 

　
　　　　　　　　　　 

行
事
予
定



8

ひ
き
こ
も
り
や
疾
病
に
よ
っ

て
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
と
な

り
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々

が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
持
ち
方
や

運
動
の
方
法
に
よ
っ
て
、
介
護

を
必
要
と
せ
ず
若
々
し
く
人
生

を
過
ご
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の

方
々
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
老
人
保
健
施

設
う
ち
の
み
で
は
、
町
内
の

方
々
を
対
象
に
介
護
予
防
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

次
の
と
お
り
「
介
護
予
防
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時

11
月
10
日
貉

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
　
所

介
護
老
人
保
健
施
設
う
ち
の
み

対

象

者

65
歳
以
上
の
方
で
寝
た
き
り
や

痴
ほ
う
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方

募
集
人
員

20
名
（
先
着
順
）

内
　
　
容

中
・
高
年
者
の
運
動
の
方
法
お

よ
び
参
加
者
の
身
体
運
動
能
力

の
計
測

申
込
締
切

10
月
29
日
貊

申

込

先

介
護
老
人
保
健
施
設
う
ち
の
み

（
蕁
８
２
―
７
０
３
１
）

介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内 
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内 

〜
介
護
を
必
要
と
し
な
い
人
生
を
過
ご
す
た
め
に
〜 

　住民福祉課国保係では、温泉入浴・運動・リラッ
クスという３つの要素を総合的に組み合わせた健康
づくりを目指そうと「温浴健康教室」を下記の日程
により開催しています。皆さんのご参加をお待ちし
ています。 

時　間：13時30分から 
場　所：サン・オリーブ 
※送迎については、電話でお申し込みください。 
※11月４日・18日は休みとします。また、12月以降
の日程は未定（毎週木曜の予定）ですが、決まり
次第お知らせします。 
※どの日でもサン・オリーブにお越しいただければ
参加できます。 
問い合わせ先：住民福祉課国保係（蕁82－7006） 

10月７日 

10月14日 

10月21日 

10月28日 

11月11日 

11月25日 

 

月 日（毎木） 送 迎 地 区  

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

 

対　象　者 

対　象　者 

母と子のすくすくルーム 
10月19日貂 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年8月生まれ 

～ 13：4513：30 受付 

基本健康診査・肺がん検診・結核検査 
10月28日貅 福 田 公 民 館  ～ 11：309：30

献血 
10月21日貅 内海町役場（成分献血） ～ 16：0010：00

体脂肪測定 
10月8日貊・22日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 

骨粗しょう症検診 
10月７日貅 

10月13日貉 

対　象　者 18歳以上 

料　　　金 2,100円（国民健康保険被保険者の方は1,600円） 

10月14日貅 

～ 11：309：00

9・10か月児健診 
10月27日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成15年12月、平成16年1月生まれ 

～ 14：0013：30 受付 

対　象　者 

3・4か月児健診 
10月27日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成16年６･７月生まれ 

～ 14：3014：00 受付 

対　象　者 

2歳児健診 
10月28日貅 介護老人保健施設うちのみ 

平成14年７･８･９･10月生まれ 

～ 14：0013：30 受付 

～ 

～ 

～ 

14：30 

14：30 

14：30

13：00 

13：00 

13：00

内 海 町 福 祉 会 館  

内海町保健センター 

福 田 公 民 館  

※フッ素塗布がありますので、手鏡と歯ブラシをご持参ください。 
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敬
老
の
日
を
前
に
、
95
歳
以

上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
高
齢

者
訪
問
が
９
月
14
日
、
15
日
の

２
日
間
実
施
さ
れ
、
坂
下
町
長

が
高
齢
者
の
自
宅
な
ど
を
訪

ね
、
記
念
品
を
贈
っ
て
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
区
で
は
恒
例
の

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、
お
年
寄

り
が
元
気
な
姿
で
会
場
に
訪

れ
、
幼
稚
園
児
に
よ
る
合
唱
や

遊
戯
な
ど
に
大
き
な
拍
手
を
送

り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

「
す
べ
て
を
自
分
た
ち
の

手
で
や
ろ
う
」
を
合
い
言
葉

に
始
ま
っ
た
生
徒
た
ち
に
よ

る
手
作
り
の
運
動
会
「
内
中

ピ
ッ
ク
」
が
、
９
月
24
日
、

内
海
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
の
運
動
会
と
あ
っ

て
、
各
ク
ラ
ス
が
昼
休
み
や

放
課
後
を
使
っ
て
準
備
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
で
、
熱
の

こ
も
っ
た
競
技
と
な
り
、
楽

し
い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

町
内
で
高
齢
者
訪
問
を
実
施

町
内
で
高
齢
者
訪
問
を
実
施 

町
内
で
高
齢
者
訪
問
を
実
施 
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オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

９
月
12
日
、
平
成
16
年
度
香

川
県
消
防
操
法
大
会
が
県
消
防

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
小
豆
郡
の
代
表
と
し
て
出

場
し
た
内
海
町
消
防
団
草
壁
分

団
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
部
門

で
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
消
防

団
員
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
す
る
も
の
で
、
草
壁
分

団
は
放
水
開
始
ま
で
の
迅
速
さ

や
正
確
さ
な
ど
、
厳
し
い
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
香
川
県
の

頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。

木
下
恵
介
監
督
、
高
峰
秀
子

主
演
の
映
画
「
二
十
四
の
瞳
」

の
製
作
50
周
年
を
記
念
し
て
、

９
月
12
日
、
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

で
「
映
画
製
作
50
周
年
記
念
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

「
第
１
回
観
光
地
映
画
祭
」
が

開
催
さ
れ
、
約
500
人
の
フ
ァ
ン

が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
映
画
評
論
家
の
浜
村
淳
さ

ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

「
二
十
四
の
瞳
は
教
育
の
原
点

香
川
県
消
防
操
法
大
会
開
催

香
川
県
消
防
操
法
大
会
開
催 

香
川
県
消
防
操
法
大
会
開
催 

と
も
言
え
る
作
品
で
あ
り
、
名

作
中
の
名
作
で
あ
る
」
と
絶
賛

し
ま
し
た
。

ま
た
、
映
画
祭
で
は
、
俳
優

の
油
井
昌
由
樹
さ
ん
や
香
川
県

観
光
協
会
専
務
理
事
の
松
岡
勝

哉
さ
ん
な
ど
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を

務
め
、「
映
画
と
観
光
地
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、
映
画
の
力

を
生
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
さ
れ
ま
し
た
。

■ 『契約・遺言は公正証書で』10月1日～7日は公正週間です。

お年寄り宅を訪ねる坂下町長 お年寄り宅を訪ねる坂下町長 

「
内
中
ピ
ッ
ク
」
開
催

「
内
中
ピ
ッ
ク
」
開
催 

「
内
中
ピ
ッ
ク
」
開
催 
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映
画
製
作
50
周
年
記
念
行
事
開
催 



美術ワークショップ
イン小豆島2004作品展
去る8月5日～8日まで、東京芸術大

学美術学部の教授など23人を小豆島に
迎えて実施された「芸大ワークショップ」
の作品展が次のとおり開催されます。ぜ
ひ、皆さんお越しください。
＜小豆島会場　サン・オリーブ＞
日　時
10月19日貂～24日豸 9：00～17：00
※10月20日貉は休館
＜高松会場　香川県文化会館＞
日　時
10月11日豺まで　9：00～17：00

フォト集団オリーブ
第42回写真展

「フォト集団オリーブ（内海町文化協
会所属）」による第42回写真展が次のと
おり開催されます。
日　時
10月23日貍･24日豸9：00～18：00
場　所：内海町福祉会館2階

みんなの精神保健福祉を
語 ろ う 会

日　時
10月23日貍13：00～・24日豸9：00～
場　所
香川県青年センター（綾歌郡国分寺町）
内　容
23日　講演会および分科会、懇親会
24日　前日に続く分科会
対象者：精神保健福祉に関心のある方
参加費
無料※ただし懇親会・宿泊費は別途必要
申込・問い合わせ先
香川県精神保健福祉センター
（蕁087－831－3151）

心配ごと相談所の開設
内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気
軽にご相談ください。
日　時：10月12日貂13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館
費　用：無料

無料法律相談
日　時：10月16日貍13：30～
場　所：香川県弁護士会館
申込先（要予約）
香川県弁護士会（蕁087－822－3693）
※この法律相談は、四国ロースクール
（法科大学院）の学生が勉強のため、法律
相談担当弁護士と同席することになって
いますので、了解のうえ予約をお願いし
ます。

10月18日～24日は
「秋の行政相談週間」です
総務省では、10月18日豺～24日豸
までを「行政相談週間」と定め、各種の
行事を実施しています。
この週間行事の一環として、内海町で
も行政相談委員の塩本悦子さんが次のと
おり「行政相談所」を開設します。相談
は無料で、秘密は厳守されますので、お
気軽にご相談ください。
日　時：10月20日貉10：00～15：00
場　所：内海町福祉会館

労 働 相 談 会
香川県地方労働委員会では、解雇、賃
金未払いなど労使関係のトラブルについ
て経験豊かな相談員による相談会を次の
とおり開催します。お気軽にご相談くだ
さい。
日　時
10月30日貍・31日豸12：00～16：00
場　所：ＪＲ高松駅改札口2階
対象者
県内事業所に勤務する労働者および使用者
費　用：無料
問い合わせ先
香川県地方労働委員会

（蕁087－832－3722）

■■行行政政相相談談……88月月1188日日（（水水））1100：：0000～～1155：：0000 内内海海町町福福祉祉会会館館

香川県最低賃金改定
「職場を支えるあの人の　

最低賃金だいじょうぶ？」
香川県最低賃金が平成16年10月１日
から改定されました。
時間額 620円
問い合わせ先
香川労働局労働基準部

（蕁087－831－7283）

労働保険（雇用･労災保険）の
加入手続きはお済みですか？
〔10月は労働保険適用促進月間です〕
労働者を１人でも雇用している事業

所・商店などは労働保険に加入しなけれ
ばなりません。
また、1週間の所定労働時間が20時

間以上のパートタイム労働者は一定の要
件を満たせば雇用保険の被保険者にな
り、このような被保険者のみ雇用してい
る事業所も適用事業所となります。
問い合わせ先
ハローワーク土庄（蕁62－1411）

「里親を求める運動」月間
10月は「里親を求める運動」月間です。
里親とは、家庭の様々な事情で、保護者
のもとで幸せに育つことができない子ど
もたちを保護者にかわって健やかに養育
してくださる方をいいます。
申し込みを希望される方は、下記まで
お問い合わせください。調査の結果、適
格な方を知事が里親として認定し、登録
されます。

＜ファミリー募集＞
香川県では、児童福祉施設に入所して
いる児童に、週末や休暇期間中などで家
庭生活を体験してもらう「週末ホームス
テイ事業」を実施しており、その家庭
（ファミリー）も募集しています。
問い合わせ先
子ども女性相談センター

（蕁087－862－8861）
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無償 
無償 
無償 
無償 
 

（8・9月受付分） 

【譲ります】 

 
 

・事務机      
・ベット      
・ソファー      
・自転車後部座席用子どもいす          
　　 

【求めます】 

 
無償 
 

ＮＥＣワープロはリサイクルできまし
た。ご協力ありがとうございました。       

リサイクル用品の情報をお待ちして
います。 

環境衛生課内（蕁82－7008）  

・妊婦用品（搾乳、哺乳器・搾乳器・
パジャマ・チョッキ・ジャンパー
スカート・ダッコンブひも） 

 
無償 
 

・赤ちゃん用品（チャイルドシート
１才用・ハイローチェアー・ベビー
サークル・ベビーゲート･女児子ど
も服80～90cm・男児子ども服
95cm～） 

講　　演 

講　　演 



内海町テニス大会
参 加 者 募 集

日　時：10月17日豸 8：30～
（予備日24日）

会　場：内海町総合運動公園テニスコート
種　目
男子ダブルスＡ・Ｂ、女子ダブルス、初
心者（ペア、1人、子どもだけの参加可）
参加資格
内海町に在住もしくは勤務している方、
また内海町テニス連盟加入のテニスクラ
ブに所属している方および学生、小学生
参加費：１人500円（軽食の昼食有）
締め切り：10月14日 貅
申込先：働く婦人の家（蕁82－0410）

第3回二十四の瞳
岬文壇エッセイ募集
譛岬の分教場保存会では、「第3回二
十四の瞳岬文壇エッセイ」を次のとおり
募集します。
テーマ：「映画」･「手紙」･「友達」
募集作品：エッセイ（随筆）
応募規定
＊１人１篇、未発表のものに限る。
＊400字詰め原稿用紙で3～4枚（ワー
プロの場合、400字詰め原稿用紙に換
算、用紙はＡ4で縦書きとし、電子メ
ールは400字を１ページとする。）
＊作品には選択テーマ・作品名・住所・
氏名（筆名・本名―ふりがな）、年齢、
電話番号、職業（学生の場合は学校
名・学年）を書いた原稿用紙を１枚添
付する。
＊作品は返却しませんので、複写を保存
しておいてください。
募集期限：12月31日（当日消印有効）
応募先
内海町田浦　二十四の瞳映画村内
「二十四の瞳岬文壇エッセイ募集」係
蕁0879－82－2455
FAX0879－82－1824
E-Mail hitomi24＠mocha. ocn. ne. jp

11 ■今月の納税　町県民税第2期分　納期限は9月30日（木）です。

ＪＩＣＡボランティア
平成16年度秋期募集

国際協力事業団では、平成16年度秋
における青年海外協力隊員、シニア海外
ボランティアおよび日系社会青年ボラン
ティアを10月10日豸～11月16日貂
まで次のとおり募集します。

＜青年海外協力隊＞
募集人員：約800名
応募資格

満20歳～満39歳（平成16年11月16
日現在）までの日本国籍を持つ方
募集職種

農林水産、加工、保守操作、土木建築、
保健衛生、教育文化、スポーツ

＜シニア海外ボランティア＞
募集人員：約300名
応募資格

満40歳～69歳（派遣時）までの日本国
籍を持つ心身ともに健康な方
募集分野

計画・行政、公共・公益事業、農林水産
鉱工業、エネルギー、商業・観光、人的
資源、保健・医療、社会福祉

＜日系社会シニア・ボランティア＞
募集人員：約25名
応募資格

満40歳～69歳（派遣時）までの日本国
籍を持つ方
募集職種

日本語教育、保健衛生・福祉など
※なお、各募集の選考試験日などの詳細
については下記までお問い合わせくだ
さい。
国際協力機構四国支部

（蕁087－833－0901）
ホームページ http://www. jica. go. jp
香川県国際課 （蕁087－832－3027）

町民交通傷害保険
加 入 者 募 集

町民交通傷害保険は、町民がお互いに
連帯し、交通事故によって傷害を受けた
方を救済するための制度です。もしもの
ときに備えて、家族ぐるみで加入される
ことをお勧めします。現在、加入されて
いる方は、10月末で保険加入期間が切れ
ますので、継続の申込をしてください。
なお、今月の広報にパンフレット兼加
入申込書を折り込んでいますので、ご利
用ください。
加入対象者：内海町在住の方
保険料

1人1,200円（1年分）、途中申込は月額
100円
手続きに必要なもの

加入申込書・保険料・印かん
申込および問い合わせ先

住民福祉課（蕁82－7004）
役場福田支所（蕁84－2050）

親子で参加しよう！
「家庭教育フェスタ2004」

子育て中のお父さんやお母さんと、地
域で子育てを応援してくださっている人
たちが力を合わせて実施する手作りフェ
スティバルです。ぜひ、ご参加ください。
日　時：11月7日豸 10：00～16：00
場　所：さぬきこどもの国
内　容

＊ワークショップ（県内各地の子育てサ
ークルや子育てボランティアなどによ
る活動紹介や、親子で楽しめる様々な
遊びの体験など）

＊子育てバザール
＊食べ物市場
＊お楽しみ発表会等（県警音楽隊やボラ
ンティア団体等による演奏や歌、読み
聞かせ、ゲームなど）

問い合わせ先

香川県教育委員会事務局生涯学習課
（蕁087－832－3773）

10月　OCTOBER

講　　演 

講　　演 

お 買 い 物 は 地 元 商 店 を 使 い ま し ょ う 。
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＜第３回会議日程＞ 
日　時　10月 8 日貊 14：00～ 
場　所　内海町オリーブ記念館 
＜第４回会議日程＞ 
日　時　10月27日貉 14：00～ 
場　所　池田町農村環境改善センター 
※どなたでも傍聴できますので、お気軽にお
越しください。 

合併協議会のお知らせ 

交通事故・火災・救急件数 
（町内８月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負 傷 者  

死 亡 者  

火 災  

救 急  

6 

6 

0 

1 

35

42 

49 

0 

6 

315

53 

66 

0 

5 

315

12

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
前
田
琴
美
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

神
戸
中
突
堤
か
ら
明
石
大
橋

を
頭
上
に
見
上
げ
、
一
路
走
航

を
続
け
、
坂
手
の
港
へ
着
く
そ

こ
は
、
年
に
数
回
帰
る
輊
ふ
る

さ
と
軫。
道
路
の
両
側
に
は
色
と

り
ど
り
の
花
が
町
を
盛
り
上
げ

て
い
る
。
最
近
気
に
な
る
島
で

は
考
え
ら
れ
な
い
低
年
齢
化
し

た
事
件
の
頻
発
…
。
世
の
中
が

複
雑
に
交
差
す
る
程
メ
ン
タ
ル

な
部
分
を
置
き
去
り
に
見
過
ご

し
て
い
る
気
が
す
る
。

戦
後
間
も
な
い
幼
少
時
代
は
、

遊
ぶ
も
の
が
無
く
必
然
的
に
自

然
の
中
、
集
団
で
の
遊
び
が
主

流
だ
っ
た
な
ぁ
。
夏
は
青
リ
ン

ゴ
な
ど
を
各
自
持
ち
よ
り
、
海

へ
自
転
車
で
列
に
な
っ
て
繰
り

出
し
、
塩
味
を
楽
し
み
つ
つ
如

何
に
し
た
ら
遠
泳
で
き
る
か
競

争
し
、
冬
は
宿
題
の
萩
ぼ
う
き

用
の
萩
を
求
め
て
、
集
団
で
山

の
中
、「
漆
の
木
に
気
を
付
け
や

ぁ
」
と
か
、
逸
れ
な
い
よ
う
声

を
掛
け
合
い
両
腕
一
杯
抱
え
満

足
し
、
持
ち
帰
っ
て
父
親
に
手

際
よ
く
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
に
さ
し
か

か
り
テ
レ
ビ
が
市
場
に
出
始
め

た
こ
ろ
は
、
近
所
の
子
ど
も
た

ち
が
見
た
い
番
組
の
時
間
に
合

わ
せ
て
散
髪
屋
の
窓
を
埋
め
尽

く
し
、
目
を
輝
か
せ
画
面
に
集

中
し
て
い
た
の
を
つ
い
最
近
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。
店

の
人
も
嫌
な
顔
一
つ
し
な
い
で

開
放
し
て
く
れ
た
な
ぁ
。
自
然

や
地
域
や
集
団
、
そ
の
中
で
人

と
の
関
わ
り
方
や
ル
ー
ル
を
そ

れ
な
り
に
身
に
つ
け
て
育
っ
て

い
っ
た
気
が
す
る
。
お
か
げ
で

今
の
子
ど
も
社
会
に
足
り
な
い

何
か
が
、
島
育
ち
ゆ
え
の
経
験

や
環
境
に
よ
っ
て
微
妙
に
成
長

の
過
程
で
影
響
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

さ
て
、輊
オ
リ
ー
ブ
の
島
を
活

性
化
さ
せ
よ
う
案
軫
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
力
で
連
続
ド
ラ
マ
や

映
画
を
頻
繁
に
島
で
展
開
し
、

話
題
を
提
供
で
き
れ
ば
（
島
出
身

の
著
名
人
に
協
力
を
請
う
）、
観

光
客
が
増
え
橋
建
設
の
日
も
訪

れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
な
ぁ
…
。

今
日
ま
で
、
幾
度
か
職
場
選

び
を
し
、
そ
ん
な
中
メ
イ
ド
イ

ン
小
豆
島
の
方
に
も
出
会
っ
た

り
し
て
、
思
わ
ず
輊
ふ
る
さ
と
軫

談
義
に
花
を
咲
か
せ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
ま
で
社

会
と
関
わ
り
刺
激
を
受
け
、
周

囲
の
方
々
に
支
え
ら
れ
「
お
か

げ
さ
ま
で
達
者
や
で
え
」
の

日
々
を
感
謝
の
念
で
送
っ
て
い

ま
す
。

お
達
者
な
ん
な 

（219） 

自
然
や
人
々
に
感
謝 

（
旧
姓
　
河
原
・
安
田
出
身
・
56
歳
） 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

川

崎

和

子

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

ウォーキングの途中で ウォーキングの途中で 

まちの人口／12,066（＋0） 男 5,694（-1） 女 6,372（＋1） 世帯数4,846（＋10） 
【９月1日現在（　）は前月比】 

 -


